
(1) 3月上旬号 大村市政だより

口昭和33年4月22日第豆種郵便物認可口毎月3回1日・10日・20日発行口定価1部5円
口発行所大村市役所口編集人総務課長岩永敬之口印刷所合同印刷所

より清く より美しく
まちをきれいにーーーまず家庭のまわりから始めよう

婦人会に協力し清掃奉仕をする市長と国体キャラパン隊の一行

く564号〉 昭和44年3月1日

人口の動き

1月末現在 前月比

人口 56.404 +17 

{男 27.146 + 9 

女 29.258 + 8 

世帯数 13.683 +14 

郵便番号 856 

-3月のこよみ-

1日 全国緑化運動

3日ひな 祭

3日耳の日

6日 皇后誕生日

7日 消防 記念日

3月を和名で「弥生J(やよい〉とい.います また3月は、気候も変り目に当たり、急に 1 5日 市内中学校卒

業式
「やよい」ということばは、草木がいやが上に 暖かくなったり、寒さがぶりかえしたり して

も生えることを、「いやよいJ(弥生〉といっ とかく身体に変調を起こ しやすい季節でもあ

たことからきた用語です。 ります。十分注意しましょう。

さて 3月といえば、官庁や会社の年度末に 21日は春分の目。彼岸の中日です。この日

1 8日 彼岸の入り

2 0日 市内小学校卒

業式

2 1日 春分 の日

あたり、いそがしさはふだんの倍も感じられ は昼と夜の時間が同じで、との日を境に昼が 2 5日 大村接まつり

ることでしょう. 長くなり暖くなります。 始まる

とくに、こどもさんのおられる家庭では、 さてお日から大村桜まつりが始ま ります。 4月15日まで

受験、進学、卒業、就職な ど、いちだんと気 大村公園の桜もこの時分からほころびはじめ 2 5日 電 気記念日

ぜわしいものです。 いよいよ陽春をむかえます。 31日 会計年度終 り
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(2) 昭和44年 3月1日昭和33年 4月22日第三種郵便物認可
大村 市 政だよ

東
光
寺
遺
跡
、
松
林
飯
山
の

墓

、

長

与

専

斉

の

旧

宅

の
三
件

昨
年
四
月
に
大
村
市
文
化
財
保
護
条
例
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た

こ
れ
は
、

先
輩
の
業
績
を
思
い、

天
然
記
念
物
、
史
跡
、
建
造

物
、
遺
品
な
ど
を
調
べ
て
、
後
世
の
人
た
ち
の
た
め
に
、
あ
ら

ゆ
る
意
味
で
役
立
た
せ
る
よ
う
保
護
管
理
し
よ
う
と
い
ろ
の
が

ね
ら
い
で
す
@

こ
の
た
め
、
市
教
育
委
員
会
で

は
、
こ
の
よ
う
な
文
化
財
と
な
る

も
の
を
調
査
研
究
す
る
た
め
、
大

村
市
文
化
財
審
議
会
(
会
長
一
瀬

亘
氏
)
を
つ
く
り
、
こ
れ
に
は
か

つ
て
調
査
し
て
い
ま
し
た
が
、
よ

う
や
く
つ
ぎ
の
三
件
を
市
の
文
化

財
と
し
て
初
の
指
定
を
し
ま
し
た

〔
東
光
寺
遺
跡
〕

市
内
一
の
郷
に
あ
り
ま
す
。

「
郷
村
記
」

に
よ
れ
ば
、
天
正
二

り

年
(
一
五
七
四
年
)
キ
リ
ス
ト
教

徒
の
た
め
に
焼
か
れ
、
の
ち
正
保

四
年
(
一
六
四
七
年
)
に
、
そ
の

あ
と
に
薬
師
堂
が
建
立
さ
れ
た
と

あ
り
ま
す
。
「
柴
雲
山
延
命
寺
縁

起
」
に
よ
れ
ば
、

天
正
十
四
年
(
七

四
二
年
)
郡
地
区
(
松
原
、
福
重
、

竹
松
〉
に
十
二
の
坊
が

つ
く
ら
れ

平
安
時
代
に
な
っ
て
、
お
寺
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
、

と
の
一
つ
が
、

東
光
寺
で
あ
る
と

置
い
わ
れ
ま
す
。

圃
現
在
、
乙
の
寺
跡
と

謝
恩
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
、

志
田
畑
と
な

っ
て
い
ま
す

が
、
い
ま
わ
そ
の
一
角

に
正
和
五
年
(
一
三
一

六
年
)
と
刻
り
こ
ん
だ

東
光
寺
院
阿
じ
ゃ
梨
性

の
墓

(
宝
塔
)
が
あ
り
、
ほ
か
に

い
く
つ
も
の
古
い
墓
碑
が
あ
り
ま

す。〔
松
林
飯
山
の
墓
〕

市
内
玖
島
郷
須
田
の
木
に
あ
り

ま
す
。
天
保
十
年
二

八
三
九
年
〉

筑
前
国
(
福
岡
県
〉
に
生
ま
れ
ま
し

た
@三

歳
で
字
を
書
き
・
四
歳
か
ら

七
歳
ま
で
に
、

唐
詩
選、

論
語
、

詩
経
を
読
ん
だ
と
い
わ
れ
る
秀
才

型
で
し
た
。
青
年
期
に
は
、

藩
主

大
村
純
照
公
の
命
で
江
戸
の
昌
平

校
に
学
び
、
安
政
六
年

(一

八
五

九
年
)
五
教
館
(
大
村
藩
校
)
で
先

生
と
し
て
、
ま
た
一
方
勤
皇
の
志

を
く
ん
だ
人
で
す
。

残
念
な
が
ら

明
治
政
府
が
で
き
る
ま
え
慶
応
三

年
(
一
八
六
七
年
)
勤

皇
反
対
派
で
あ
る
人
に

上
小
路
で
殺
さ
れ
ま
し

た
。
年
は
二
十
九
才
で

し
た
。
現
在
墓
が
建
っ

て
い
る
の
は
、

飯
山
先

生
の
弟
子
た
ち
が
つ
く

っ
た
も
の
で
す
。

〔
長
与
専
斉
の
旧
宅
〕

国
立
大
村
病
院
正
門
横
に
あ
り

ま
寸
。
専
斉
は
、
天
保
九
年
(
一

八
三
八
年
)
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

嘉
永
二
年
(
一
八
四
九
年
)
十
二

歳
で
五
教
館
に
学
び
、
ま
た
、
緒

，，， 
a
 

j
 

方
洪
庵
に
オ
ラ
ン
ダ
語
、
蘭
医
学

の
権
威
者
で
あ
っ
た
ボ
ン
ぺ

先
生

に
西
洋
医
学
を
学
び
ま
し
た
。

明
治
四
年
に
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド

イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、
医
事

制
度
の
も
ょ
う
を
視
察
し
ま
し
た

帰
国
後
、
わ
が
国
初
め
て
の
医
務

局
を
つ
く
り
初
代
局
長
と
な
り
、

「
衛
生
」
と
い
う
言
葉
を
つ
く
っ
た

人
で
す
。

後
年
は
、

貴
族
院
議
員
、
元
老

院
議
員
と
な
り
、
明
治
三
十
五
年

(一

九

O
二
年
)
六
十
五
歳
で
な
く

な
り
ま
し
た
。
こ
の
旧
宅
は
幼
年

か
ら
青
年
期
ま
で
勉
強
を
し
た
所

で
す
。
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昭和44年 3月1日昭和33年 4月22日第三種郵便物認可り大 村市 政だよ(3) 
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人、

さ

あ

グ

ネ

ズ

ミ

グ

を

退

治

し

よ

う

み

な

}

ん

の

ご

協

力

を

お

ね

が

い

-

-

し

ま

す

一
月
は
市
内
一
斉
ネ
ズ
ミ
駆
除
月
間

ネ
ズ
ミ
駆
除
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
、
い
ま
さ
ら
く
ど
く
ど
と
書

き
な
ら
べ
る
ま
で
も
な
く
、
切
実

な
問
題
で
す
。

な
か
に
は
、
個
人
で
そ
れ
ぞ
れ

駆
除
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
が
、
十
日
も
た
つ
と
ま

た
ど
と
か
ら
と
も
な
く
、
ほ
か
の

ネ
ズ
ミ
が
侵
入
し
ま
す
。

ネ
ズ
ミ
の
駆
除
は
個
々
に
お
こ

な
っ
て
も
あ
ま
り
効
果
が
な
く
や

る
な
ら
、
班
全
部
が
あ
あ
い
は
町

内
全
体
が
一
斉
に
、
し
か
も
根
気

よ
く
何
回
も
や
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、

市
内
一
斉
J
A
a

ズ
ミ
駆
除
月
聞
を
設

け
て
、
各
町
内
で
話
し
あ
い
を
し

て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
駆
除
を

実
施
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
一
匹
で
も
多

く
ネ
ズ
ミ
が
駆
除
で
き
る
よ
う
、

λマ
間期

間

月

日

ら

カ

月

マ
実
施
方
法
各
町
内
単
位
で

斉
に
実
施
す
る
。

マ
薬
品
各
町
務
連
絡
員
の
方
に

駆
除
薬
購
入
券
を
発
行
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
各
町
内
ご
と
に

も
よ
り
の
薬
庖
で
一
括
購
入
し

て
く
だ
さ
い

マ
薬
品
の
価
格
一
個
二
百
グ
ラ

ム
入
り
五
十
円
汽
一
個
で
二
十

匹
程
度
の
ネ
ズ
ミ
を
殺
滅
す
る

まちをきれいにする運動

みんなの場所はみんなの力で

「一一一国体キャラバン隊 i 

」清掃奉仕中の各地区婦人会訪問 J

市では M まちをきれいにする運動 H 国体キャラパン隊をつ

くり、 2月15日市内にくりだしました。

これは、長崎国体を機会に市民運動を大きく伸ばし、あか

るく住みよいまちづくりをして、国体に参れする役員や選手

のみなさんを、明るくむかえようとするものです。

このキャラパン階は、毎月清掃奉仕をおこなっている市内

各地区の婦人会のみなさλを訪問して搬励し、メッセージ、

国体ほラ木、その他清掃用具などの贈呈をおこないましたが

大村駅前では、市長、助役、国体実行委員会正副会長、市民

運動推進協議会正副委員長をはじ吟、キャラパン隊の一行が

清掃奉仕中の三城地区婦人会にまじって、それぞれ国体ほう

木をにぎり清掃奉仕に協力しました。

なお、町内単位に組織されている地区衛生組織が中心とな

って、こんど「清掃の日」を設け、毎月地区ぐるみの清掃活

動をおこなうことになりましたので、市民みなさんのご協力

をおねがいします。

マ
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。て個な

は入、つ

選

挙

人

名

簿

追
加
登
録
者
な
ど
の
書
面
縦
覧

三
月
二
十
日
に
選
挙
人
名
簿
に
マ
縦
覧
場
所
選
挙
管
理
委
員
会

追
加
章
録
さ
れ
る
人
お
よ
び
選
挙
事
務
局
。

人
名
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
る
人
を
記
名
出
張
所
に
も
書
面
の
写
を
期

載
し
た
書
面
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
問
中
備
え
つ
け
ま
す
の
で
関
覧

一

般

に

縦

覧

し

ま

す

。

で

き

ま

す

。

マ
縦
貫
期
間
三
月
八
日
か
ら
三
な
お
、
三
月
二
十
日
に
登
録
さ

月
十
四
日
ま
で
(
午
前
八
時
三
れ
る
人
は
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る

十
分
l
午

後

五

時

)

選

挙

人

名

簿

に

登

録

さ

れ

て

い

る

‘ 、
る録人
人のを
で申除
す出き
。を

し三
て月
ペコ 一一
ぎ日
に ま
該で
当に
す登

① 
ん現二新
で在十た
いで，歳 に
る引以大
人続上村
。きの市
三人に
カで転
月三入
以月し
ょーた
住日満

①
永
年
大
村
市
に
住
ん
で
い
る
人

で
、
三
月
一
日
現
在
で
満
二
十

歳
に
な
っ
た
人
。

③
永
年
大
村
市
に
住
ん
で
い
る
満

二
十
歳
以
上
の
人
で
、
何
ら
か

の
理
由
で
名
簿
に
登
録
も
れ
の

人。

写真く国休ほう木を婦人会に贈呈する市長〉

指
定
駐
車
禁
止
場
所
に

お
け
る
駐
車
の
特
例

公
安
委
員
会
が
指
定
し
た
駐
車

禁
止
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ

に
掲
げ
る
自
動
車
が
、
そ
の
業
務

の
た
め
で
、
し
か
も
駐
車
す
る
こ

と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
は
駐
車
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
当
該
用
務
に
使
用
中
の
緊
急

自
動
車
等
①
警
衛
列
ま
た
は
警
護

列
の
自
動
車
①
犯
罪
捜
査
、
交
通

事
故
の
処
理
等
に
使
用
中
の
自
動

① 

士
阜
@
郵
便
物
の
集
配
、
電
報
の
配

達
に
使
用
中
の
自
動
車
@
清
掃
法

に
規
定
す
る
汚
物
の
収
集
業
務
に

使
用
中
の
自
動
車
①
道
路
、
道
路

の
附
属
物
、
信
号
機
ま
た
は
道
路

標
識
等
の
維
持
管
理
に
使
用
中
の

自
動
車
⑦
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
お

よ
び
電
信
電
話
等
の
緊
急
工
事
ま

た
は
作
業
等
に
使
用
中
の
自
動
車

③
急
患
往
診
の
た
め
の
医
師
が
使

用
中
の
自
動
車
①
緊
急
取
材
の
た

め
報
道
機
関
が
併
用
中
の
自
動
車

マ
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(4) り大村市政だよ
昭和33年4月22日第三種郵便物認可昭和44年 3月1日

第五回大村市特産物共進会

い
づ
れ
お
と
ら
ぬ

優
秀
品

第
五
回
の
大
村
市
特

産
共
進
会
と
即
売
会
が

二
月
二
十

・
二
十
一

日

の
両
日
市
民
会
館
に
お

い
て
開
か
れ
ま
し
た

こ
の
共
進
会
は
、
農

畜
、
林
、水
産
物
の
な
か

で
、
大
村
市
の
特
産
と

な
る
も
の
を
集
め
て
お

こ
な
わ
れ
た
も
の
で
す

ム
l

一
種
目
、
二
百
四
十
二
点
の

出
品
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ

も
優
秀
品
ぞ
ろ
い
で
、

即
売
会
で

も
な
か
な
か
好
評
の
売
れ
ゆ
き
で

も
た。な

お
、

受
賞
者
は

つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

〔
名
誉
賞
〕

イ
チ
ゴ
H

開
常
義
、
上
野
善
治

ア
ス
パ
ラ
H

土
本
猛

鶏
卵
H

滝
野
博

出
口
ヒ
デ

山

口

誠

則

森

正

西

村

貢

ブ
ロ
イ
ラ
ー
赤
川

幸

子

道

添

孝

橋

本

延

治

尾

崎

純

義

森
山
幸
夫

乾
草
l
駒
木
義
弘

申
告
指
定
期
日
の

ご
利
用
を

市
県
民
税
の
申
告
用
紙
は
と
ど

き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か。

申
告
の

期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
。

こ
と
し
は
、

申
告
時
の
混
雑
を

さ
け
る
た
め
、
申
告
期
日
を
指
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
申
告
書
の

受
領
書
欄
の
左
に
記
載
し
て
あ
る

申
告
指
定
期
日
の
会
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
各
会
場
で
担
当
係
員

が
応
接
し
ま
す
。

な
お
、
日
程
は
つ
ぎ
の
と
お
り

4

わ 郎 の苗牛シ
か り木乳イ
め 長 タ
11 与松，永川 ケ
目 白 尾松口 11:、
中 次 竹 幸 貞 浦
吉郎俊 義 彦 山
夫 市

二中 次
島山
三昭
太義¥

3
月
刊
日
ま
で

F

『〆、
Jr
、d
、ー#もJ
t)
F

、〆、
J

町、〆、〆、
J
t
v
r

、d
、Jr
、Jk
l
J

、J
L

、ーダ、
J
r

、J
、〆九
J

、J
ゲ、〆曳
J

も〕「¥

県

営

住

宅

久

原

団

地

入

居

者

を

募

集

三
千
円
を
控
除
し
た
額
が
二

万
四
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と

「

|

才

二

種

簡

易

耐

火

構

造

平

家

建

十

六

戸

①
現
に
同
居
し
ま
た
は
同
居
し

ょ
う
と
す
る
親
族

(
未
届
の

妻
を
含
む〉

が
あ
る
こ
と
.

マ
家
賃

三
千
七
百
円

マ
敷
金

家
賃
の
三
カ
月
分

マ
公
募
期
間

三
月
十
日
か
ら
三

月
十
五
H
ま
で

県
営
住
宅
久
原
団
地
の
入
居
者

を
つ
ぎ
の
と
お
り
公
募
し
ま
す
。

マ
入
居
資
格

①
県
内
に
住
所
か
勤
務
場
所
を

有
し
、
所
定
の
家
賃
、
敷
金

を
支
払
う
能
力
を
有
す
る
人

①
同
居
の
親
族
の
収
入
を
合
算

し
て
昭
和
必
年
1
月
か
ら
ロ

月
ま
で
の
総
収
入
を
所
得
税

法
に
よ
る
控
除
を
し
た
残
額

を
十
二
で
除
し
た
額
の
合
計

か
ら
扶
養
親
族

一
人
に
つ
き
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競
艇
開
催
時
の

臨
時
従
事
員
の
募
集

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
開
催
時
の
臨

時
従
事
員
若
干
名
を
つ
ぎ
の

と
お

り
募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は
、

自

筆
の
覆
歴
書
と
戸
籍
抄
本
ま
た
は

住
民
票
抄
本
を、

一二
月
十
四
日
ま

で
事
業
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

マ
資
格

市
丙
居
住
者
で
満
四
十

歳
以
下
の
女
子

マ
選
考
方
法
一

般
常
識
、
算
盤

面
接
、
身
体
検
査

マ
選
考
予
定
日

三
月
下
旬
の
予

定

(
応
募
者
に
は
別
途
通
知
〉

マ
申
込
場
所

出
張
所

マ
抽
せ
ん
日
三
月
十
九
日
午
前

九
時

市
役
所

く
わ
し
い
こ
と
は
建
築
課

へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い 市

民
課
ま
た
は
各

月日|医院 名 |所在地 電 話
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艮""“. 

歩
道
新
設
工
事
に
と
も
な
う
踏

切
拡
張
の
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お
り

交
通
制
限
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
場
所

県
道
大
村
鹿
島
線
の
国

鉄
諏
訪
芳
二
踏
切

マ

制

限

片

側
通
行

マ
期
間

三
月
一
日
か
ら
三
月
三

十
一
日
ま
で

交

通

制

市
民
税
の
申
告
は

で
す
。

マ
三
月
七
同
H

三
浦
、
竹
松

マ
三
月
十
日
』
鈴
田
、
竹
松

マ
三
月
十

一
日

1
萱
瀬
、
竹
松

本
庁

マ
三
月
十
二
日
1
福
重
、
西
大

村
、
本
庁

マ
三
月
十
三
日
H
松
毘
、
西
大

村
、
本
庁

マ
三
月
十
四
日
H
西
大
村
、、
本

庁
会
場
は、

各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の

出
張
所
、
本
庁
地
区
は
市
役
所
で

す。

競
艇
用
ボ

I
ト
を

払
下
げ

つ
ぎ
の
と
お
り
競
艇
用
ボ
l
ト

の
払
下
げ
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で

希
望
者
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
種
別
と
隻
数
ハ
イ
ド
ロ
プ
レ

!
γ

十
四
隻

マ
払
下
げ
価
格
一

隻
に

つ
い
て

千
五
百
円

(

一

希
望
者
に
一

隻
を
も
っ
て
払
下
げ
)

4 

マ
払
下
げ
方
法
一

般
希
望
者
の

払
下
げ
申
請
に
よ
る
払
下
げ
。

希
望
者
多
数
の
と
き
は
抽
せ

ん

マ
払
下
げ
場
所

玖
島
崎
事
業
課

マ
払
下
げ
日
時

三
月
十
一
日

午
後

一
時
三
十
分
か
ら

マ
代
金
納
入

契
約
時
に
即
納
。

な
お
、
当
日
は
印
か

ん
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

一
月
中
の
実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

-
三
日
か
ら
八
日
ま
で

圃
十
日
か
ら
十
五
日
ま
で

圃
十
七
日
か
ら
二
十
日
ま
で

圃
二
十
四
日
か
ら
二
十
九

R
ま
で

同
訂
正
岡

「
百
日
咳
ジ
フ
テ
リ
ヤ
の
予
防

接
種

」
の
記
事
中
、
秘
原、

福
重

出
張
所
関
係
の
二
回
目
接
種
目
を

三
月
二
十
七
日
に
訂
正
し
ま
す
。


